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歩いて、ゆかりの地奥野を知る
おくの義務教育学校で「歩く会」
　5月6日、おくの義務教育学校の7～9年生
が、歩く会を実施しました。この行事は、自分
たちに縁のある奥野の地を巡り、歴史や自然を学びな
がら、仲間との絆を深めることを目的に行われていま
す。生徒たちは「奥野の自然がきちんと整備されてい
るのが分かり嬉しかった」と笑顔で話していました。

事故防止を呼びかけ
春の交通安全キャンペーン

　5月11日～20日の「春の全国交通安全運動」が始
まるのに合わせ、5月9日、向台小入口の交差点で交
通安全キャンペーンが行われました。
　当日は根本市長の他、交通安全母の会など参加者
が通勤時間のドライバーに啓発品を配布しながら、
交通事故防止を呼びかけました。

航空写真からふるさと牛久の歴史を学ぶ
牛久二小でゲストティーチャー

　5月16日、牛久第二小学校で、市内在住で牛久の
記録写真を撮り続けている太田二郎さんによる授業
が行われました。授業では、航空写真などをもとに
牛久市やひたち野うしく駅周辺の今と昔の違いや、
みんなが知らない牛久のヒミツについて学びました。
授業を受けた3年生の砂

す な こ ざ か
子坂翔

しょうま
馬君は「6000年前は

牛久が海とつながっていたことを初めて知った」と
驚いていました。

世界の子どもたちの現状を学ぶ
下根中でユニセフ・キャラバン・キャンペーン

　5月12日、下根中の1年生が日本ユニセフ協会による
「ユニセフ教室」の授業を受けました。同協会の鈴木有
紀子さんは、近年の紛争や気候変動、感染症によって世
界の子どもたちがどのような状況に直面しているかを
丁寧に説明しました。生徒たちは、約13ℓの水が入っ
た真鍮の水瓶を運ぶ体験をした後、毎日水汲みに8時間
かけている同世代の少女の話を聞き、「この先できるこ
とを考えて社会に貢献したい」と感想を話していました。

交通事故の救護活動に貢献　東京消防庁より表彰
　牛久市内に住む入江唯晃さんが、4月9日、東京消防庁向島消防署長よ
り表彰されました。これは、3月31日に東京都墨田区で発生した交通事
故の際、交通整理などを行い消防隊の円滑な救護活動に貢献したことに
よるものです。ありがとうございました。

願名寺では市の職員による講話および内覧をしました

問　総合窓口課☎内線1625

人　口 84,105人（男：41,530人 女：42,575人） 前月比－8人

世帯数 38,206世帯 前月比＋115世帯

●市の人口と世帯数（住民基本台帳）
　4月末日の人口と世帯数をお知らせします。
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赤ちゃんも参加してトークイベント
絵本作家とよたかずひこ先生講演会開催

　4月22日・23日に、「第19回こどもとしょかんま
つり」が4年ぶりに行われました。今回は、中央図
書館開館30周年・牛久市ブックスタート20周年を
記念し、絵本作家とよたかずひこ先生の講演会を開
催しました。とよた先生は、絵本の読み聞かせや紙
芝居の実演の他、絵本の制作課程などをユーモアを
交えて楽しくお話しし、サイン会も行いました。赤
ちゃんも一緒のご家族もいて、参加者たちは終始和
やかな楽しい時間を過ごしていました。
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自分らしく輝く人を紹介します
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さらに詳しいインタビューの内容はシティプロモーションサイトで。他にも自分らしく暮らしている人たちを紹介しています。

中
なかくら

倉 優
ゆ う こ

子
さん

4年ぶり！ 2大イベント同時開催！4年ぶり！ 2大イベント同時開催！
第34回うしく・鯉まつり×第2回日本遺産フェスタ第34回うしく・鯉まつり×第2回日本遺産フェスタ

　5月3日、「第34回うしく・鯉まつり」と「第2回日本遺産
フェスタ」を牛久シャトーで同時開催しました。4年ぶり
のうしく・鯉まつりに加え、天気にも恵まれたため、多く
の家族連れで賑わいました。うしく・鯉まつりのブースで
は、子ども向けのイベントが数多く開催され、日本遺産
フェスタでは山梨県甲州
市、水戸市、笠間市の特産
品の販売や、それぞれの
市の職員による日本遺産
の講演会も行われました。

写真右が中倉さん。娘さん（写真中央）のほか、
信頼できるスタッフがホースガーデンを支えます。

１特産品販売ブースの賑わい　２甲州市職員による日本遺産講演会
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